
屋
根
付
き
駐
輪
場（
旧
プ
ー
ル
改
修
）

石
碑

　『
蜻
蛉
日
記
』
は
、
日
本
初
の
本
格
的

な
半
生
記
で
す
。中
流
貴
族
道
綱
母
が
、

か
の
道
長
の
父
と
な
る
藤
原
兼
家
（
母

は
時
姫
）
と
い
う
政
界
ト
ッ
プ
の
家
柄

の
男
と
の
二
十
一
年
間
の
結
婚
生
活

を
、上
中
下
三
巻
に
描
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
結
婚
生
活
は
、
兼
家
と
の
身
分

差
や
彼
の
磊
落
な
性
格
、
何
よ
り
も
一

夫
多
妻
制
と
言
わ
れ
る
制
度
な
ど
の
せ

い
で
、
道
綱
母
に
と
っ
て
満
足
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
認
識
に
誤
り
は
な
い
の
で
す

が
、も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い
の
は
、当
時

の
女
性
貴
族
が
、
自
分
の
心
情
特
に
や

る
せ
な
い
心
情
を
言
葉
や
文
字
に
託
す

と
す
れ
ば
、
和
歌
に
託
す
他
な
か
っ
た

点
で
す
。道
綱
母
は
、
そ
の
典
型
で
し

た
。

　
顕
著
な
の
は
、
彼
女
は
、
贈
答
歌
に

よ
っ
て
兼
家
と
の
愛
情
を
確
認
・
維
持

し
よ
う
と
す
る
点
で
す
。そ
れ
も
理
想

は
、
兼
家
の
贈
歌
に
自
分
が
返
歌
す
る

形
で
す
。兼
家
か
ら
贈
歌
の
な
い
時
に

は
、
不
満
を
覚
え
な
が
ら
も
自
ら
歌
を

贈
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。道
綱
母
は
、
和

歌
を
力
に
生
き
て
い
た
の
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
道
綱
を
出
産
し
て
し
ば

ら
く
す
る
と
、
兼
家
に
町
の
小
路
の
女

と
呼
ば
れ
る
妻
が
で
き
、
そ
れ
以
降
は

嫉
妬
な
ど
で
感
情
が
激
し
て
し
ま
っ
た

際
に
は
、
兼
家
に
対
し
て
和
歌
を
詠
め

な
く
な
る
傾
向
が
生
じ
ま
す
。和
歌
を

力
に
生
き
て
い
る
道
綱
母
が
、
和
歌
の

力
に
も
縋
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。で
は
ど
う
す
る
の
か
…
…
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
和
歌
を
力
に
生
き

る
道
綱
母
の
姿
を
、
結
婚
生
活
の
最
初

の
五
年
間
が
描
か
れ
る『
蜻
蛉
日
記
』上

巻
前
半
部
分
を
取
り
上
げ
て
一
般
の
平

安
文
学
愛
好
者
向
け
に
解
説
し
た
の
が

本
書
で
す
。

　常三島団地ではＴＯＰ＊により魅力的あるキャンパ
スを構築するためのキャンパスプランの提案が為され
ました（図１）。 主な提案として、「助任の丘」や創立60
周年記念事業の一環として採択された「シンボルスト
リート」が整備されています。
　
　常三島キャンパス南西部は、高さ２mの境界壁で囲
まれていて国道に面しているにもかかわらず外部から
みえずに大学の存在すらわかりにくい状態でしたが、
この壁を撤去し国道と大学構内との２mの高低差を利
用して下記のコンセプトに基づき整備しました。
◎ゆるやかな「丘」からみえる大学らしい風景を
　内外へ発信
◎境界壁の撤去により開放的なランドスケープ
◎可視による防犯効果など安全への配慮
◎学生・教職員等の憩いの場の整備　
◎アクセスの利便性、美観の整備

＊ＴＯＰとは（Tokudai Openspace Project) 
　学生、教員等で構成される常三島キャンパスの
　将来計画案を考案するグループ

図１

TOP提案によるキャンパスプラン

■
日
本
学
士
院
賞
受
賞
記
念
事
業

　
徳
島
大
学
卒
業
生
で
本
学
酵
素
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
助
手
、
助
教
授
を
務
め

た
田
中
啓
二
氏
（
現
　
財
団
法
人
東
京

都
医
学
研
究
機
構
東
京
都
臨
床
医
学
総

合
研
究
所
所
長
代
行
）が
、
第
１
０
０
回

日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
記

念
し
、
７
月
３１
日（
土
）、長
井
記
念
ホ
ー

ル（
蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
）に
お
い
て
市
民

公
開
講
演
会
を
開
催
し
、
田
中
氏
か
ら
、

蛋
白
質
分
解
酵
素
複
合
体
「
プ
ロ
テ
ア

ソ
ー
ム
」
を
発
見
し
た
経
緯
や
若
い
研

究
者
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
語

ら
れ
、
参
加
し
た
約
２
５
０
人
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
徳
島
大
学
栄
誉
賞
授
与

式
及
び
日
本
学
士
院
賞
受
賞
記
念
祝
賀

会
を
開
催
し
ま
し
た
。「
徳
島
大
学
栄
誉

賞
」
は
大
学
の
名
誉
を
多
い
に
高
め
た

者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
田
中
氏
が
第

一
号
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。授
与
式

に
は
、
田
中
氏
の
恩
師
や
同
窓
生
を
は

じ
め
約
８０
名
が
出
席
し
、
同
氏
の
受
賞

を
祝
福
し
ま
し
た
。

■
第
１４
回

科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ｉｎ
徳
島

　
工
学
部
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
実
際

に
科
学
実
験
等
に
参
加
す
る
こ
と
を
通

じ
て
、
科
学
の
楽
し
さ
や
不
思
議
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
「
科
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ｉｎ
徳

島
」を
８
月
７
日（
土
）、
８
日（
日
）の
両

日
、同
学
部
構
内
で
開
催
し
ま
し
た
。

１４
回
目
と
な
る
今
回
も「
さ
わ
っ
て
、
つ

く
っ
て
、
楽
し
い
科
学
」を
コ
ン
セ
プ
ト

に
、工
学
部
の
各
研
究
室
、県
内
の
小
･

中
･
高
等
学
校
や
県
内
外
の
企
業
等
か

ら
出
展
さ
れ
た
４７
の
ブ
ー
ス
と
と
も

に
、
小
･
中
学
生
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
入

賞
作
品
展
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
特
別
企
画
は
、
発
光
す
る
ロ

ボ
ッ
ト
を
リ
モ
コ
ン
で
自
由
に
動
か
し

て
遊
ぶ
「
エ
ル
ポ
と
遊
ぼ
う
！
」、
大
学

で
作
ら
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら
市
販
の
ロ

ボ
ッ
ト
ま
で
色
々
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
見

て
、
触
っ
て
、
遊
ん
で
、
仕
組
み
を
勉
強

す
る
「
目
指
せ
！
ロ
ボ
ッ
ト
博
士
」
な

ど
、
職
員
や
地
元
の
企
業
が
中
心
と
な

り
企
画
し
た
６
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
な
る

「
ロ
ボ
ッ
ト
ワ
ー
ル
ド
」
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
大
学
院
生
ら
か
ら
操
作
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
自
在
に
動
か
し
た
り
、

簡
単
な
対
話
を
し
た
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
を

身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、電
気
自
動
車
の
試
乗
、再
利
用

し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
空
気
砲
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
制
作
、藍
染
め
体
験
、テ
レ
ビ

の
仕
組
と
映
像
観
察
、入
浴
剤
の
調
合
・

作
成
な
ど
、
も
の
作
り
体
験
や
科
学
実

験
に
、子
ど
も
た
ち
は
、お
目
当
て
の
ブ

ー
ス
で
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
思
い
思
い

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ク
誕
生

　
昨
年
、
本
学
は
創
立
６０
周
年
を
迎
え
、

各
種
記
念
事
業
も
、
好
評
裡
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ひ
と
え

に
、皆
様
方
の
ご
支
援
、ご
協
力
の
お
陰

と
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。そ
し

て
本
年
、
６１
年
目
の
新
し
い
年
を
迎
え
、

大
学
の
理
念
で
あ
る
教
育
、研
究
、社
会

貢
献
等
の
達
成
の
た
め
組
織
を
刷
新

し
、
大
学
の
役
割
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

充
実
・
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
の
皆
様
、
学
生
、
教
職

員
及
び
関
係
者
の
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
、

地
域
社
会
か
ら
、
よ
り
親
し
み
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
マ
ー
ク
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
本
学

が
６０
年
間
で
培
っ
て
き
た
「
進
取
の
気

風
」を
ベ
ー
ス
に
、
人
が
躍
動
し
、
個
性

的
で
未
来
に
立
ち
向
か
う
教
育
研
究
の

場
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
殻
を
破
る
よ
う
な

勢
い
と
水
の
よ
う
な
流
動
性
を
表
現
し

て
い
ま
す
。５
色
は
、「
●
優
れ
た
専
門

性
、
人
間
性
に
富
む
人
格
形
成
の
場
」

「
●
真
理
を
探
求
し
、
自
由
な
発
想
に
よ

る
研
究
」「
●
地
域
社
会
と
世
界
を
結
ぶ

知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
」「
●
徳
島

県
の
豊
か
な
自
然
、
眉
山
や
城
山
な
ど
、

都
市
の
中
の
緑
」「
●
吉
野
川
を
は
じ
め
、

潤
い
と
恵
み
を
も
た
ら
す
水
環
境
」
と

い
っ
た
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

徳
島
大
学
役
職
員
の

報
酬
・
給
与
等
の
水
準
の

公
表
に
つ
い
て

　
国
立
大
学
法
人
の
役
職
員
の
報

酬
・
給
与
等
に
つ
い
て
は
、
国
家
公

務
員
や
民
間
企
業
の
給
与
、
法
人
の

業
務
の
実
績
を
考
慮
し
、
社
会
一
般

の
情
勢
に
適
合
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
、
各
法
人
が
そ
れ
ぞ
れ
支
給
の

基
準
を
定
め
、
総
務
省
の
定
め
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
公
表
を
行

う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
徳
島
大
学
も
そ
の
趣
旨
に
沿
っ

て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、平
成

21
年
度
に
支
給
し
た
役
員
の
報
酬

等
、
常
勤
職
員
の
給
与
、
職
員
と
国

家
公
務
員
及
び
他
の
国
立
大
学
法

人
等
と
の
給
与
水
準
（
年
額
）
の
比

較
指
標
及
び
総
人
件
費
等
を
公
表

し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
徳
島
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
大
学
紹
介
」↓「
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
」↓「
法
定
公

開
情
報
」↓「
国
立
大
学
法
人
徳
島

大
学
の
役
職
員
の
報
酬
・
給
与
等

に
つ
い
て
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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